







が、ジェンダーの観点に立つ研究によって明らかにされてきた (木村 , 2006)。中でも性教育は、
教育内容に性的身体に対する言説を含むがゆえに、その重要な担い手になりうる。実際、日本
の小学校で実施される性教育は、長い間女子への月経教育が中心であった。¹
財団法人日本性教育協会が 1974年から、ほぼ 6年毎に行っている「第 5回青少年の性行
動全国調査報告書」をみると、1974年（第 1回）、1981年（第 2回）では高校生、大学生、
1987年（第 3回）では中学生が、男子 6割弱なのに対し女子は 8割が性教育を受けたことが
あると回答している (中澤 , 2001, p. 108)。²また中学校段階で学習率が高かったのは、多い
順に「初経（月経）」「性器のつくりと働き」「二次性徴」「精通（射精）」「生命誕生」「エイズ」
という結果が報告され (ibid., pp. 109-110)ている。
こうした女子への月経教育に偏った性教育には、これまで「女子のみに『母親になる自覚』
をもてと強調する一方で男子の『父親になる自覚』については言及しないなど、女性の婚姻外













えるか否かをめぐってさまざまな性教育論が主張されていた (松原 , 1993)。他方、月経教育
の必要性は、性教育論と同時期、日本の近代化政策の一環として、家庭衛生の担い手として注
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目され始めた女性に対し、衛生思想の普及を目的とした雑誌や医学書で主張されていた (成田 , 
1990)。ところが 1910年以降の性教育論では、男女別の性教育が語られることが多くなり、
女子の性教育の内容には月経、妊娠、出産といった、これまで衛生雑誌や医学書で語られてい





























を抑制する必要があると主張したこと (高橋 , 1993)、③ 1898年に教育心理学者の高島平三郎、
松本孝次郎、塚原政次らによって創刊された日本で最初の児童研究専門誌である『児童研究』
に発表された「児童に於ける精神病」(1899)や「学齢児童の色情に就きて」(富士川 , 1900)、

























に 1904年に発表された教育者の高島平三郎による「性育論」である。そして、第 2、第 3の
性教育論が出てきたのが、1908年の 9月から始まった『読売新聞』の性教育論の連載であった。
研究論文：男女別性教育論の登場― 1900年代日本の月経と性欲をめぐる言説を中心に
Research Paper: The Emergence of the Gender-Segregated Sex Education Debate in Japan 

































こと、その担い手として専門家に託すことを主張している (鷲山 , 1908, Sep. 30 - Oct. 1)。富
士川は、子どもの性欲問題は事実の問題であり、机上の論議は役に立たない、少年の性欲の弊
害に対する取締りを強化しつつ、性欲のことを分かるように教え、衛生のことも忘れないよう
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善や意志教育と併せた形での性知識教育の必要性を主張している (向 , 1908, Sep. 1-8）。稲垣
末松は、男女共学のような異性との自然なふれ合いのなかで、健全な知識を子ども自身が獲得
できるように配慮することを主張する (稲垣 , 1908, Sep. 10)。湯原元一は、青年の風紀頽廃
の状況をみれば性欲問題の議論は当然だが、子どもに講義の形で教育するのは子どもの羞恥心
を破戒してしまうのでよくない、女子には母親と女教師が、男子には父親と男教師が子どもの

























人間の精髄である」(三並 , 1908, Sep. 19)と男子の優位性を教える内容になっている。次に、
娘だけに伝えるとした事例では、思春期になって生殖機能が成熟すると女子には月経が来る
ことを説明し、月経時の苛立ちや不安に対し、「将来お母さんになる資格が出来たことを悦ん
で、何事も堪忍を以って勉めて行かなければ」(三並 , 1908, Sep. 22)ならないことを教えよ
としている。学校での教師による、15、6歳の少年を対象にした性教育では、男子の生殖機能
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ければ性について何も知らないままでいると女子の性欲の受動性を述べている (下田 , 1908, 
Sep. 12)。下田は、自身の著書である『女子教育』でも、フェーリングなど、西欧の学者の性
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の衛生」は女性の役割であることを明確に述べる (坪井 , 1888)。次に、月経時の処置法につ
いては、医学者榊順二郎が、「月経時の摂生法の目的たるや身体の健康を保持し受孕を催進す
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がわり」しか明記されていなかった (西垣戸 , 1993, p. 112; 武川 , 1995, p. 101)。
²第 1回、第 2回調査では中学生には行っていない。高校生、大学生に対する第 3回調査では、











が定着するのは 1910～ 20年ごろだという (斉藤 , 1994)。また、小田亮によれば、フーコー
的な自己のアイデンティティ形成に結びつくような「性欲」概念が形成されたのが田山花袋
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The Emergence of the Gender-Segregated Sex Education Debate in Japan 
– Based on the Discourses of Menstruation and Sexual Desire in the 1900s
Kyoko OTA
Sex education in Japan has long centered on teaching girls about menstruation. Why 
did schools start to adopt a style of sex education that reinforces the social framework 
of gender? Early arguments for the necessity of sex education, which began in the 
1900s, were primarily concerned with preventing masturbation which is the pre-
adolescent expression of “sexual desire,” regardless of gender. However, in the 1910s, 
the sexual desires of men and women were diﬀerentiated between the male desire for 
intercourse and the female desire for reproduction. Since then, the gender-segregated 
approach to sex education, including menstrual instruction for girls, has become 
mainstream. This paper aims to elucidate the initial reasoning behind the introduction 
of menstrual instruction for girls, by analyzing the perception of male and female “sexual 
desire” in sex education debates of the 1900s, as well as the discourses of menstrual 
instruction which occurred in the same period with relation to female gender roles. The 
gender-segregated sex education debate emerged in the 1900s. This was based on the 
discourses of menstrual instruction (such as the pathology of menstruation and the 
differentiation of male/female perspectives on sexual desire), which were developed 
from the “enlightened sexology” of the Meiji Period. It can be argued that sex education 
in Japan has become discussed in terms of its contribution to the national task of 
cultivating men and women who embody the perspectives of gender roles and sexual 
desire which accommodate the modernization of the nation.
Keywords: gender, sex-education, menstrual instruction, sexual desire, modernization
